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2004(平成 16)年度 紀要編纂委員会 (50音 順)
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書記・事務局 門 口 健  治

編集後 記

紀要編纂委員会は,今年度より各学科から毎年選出される委員 10人で全

学を代表する構成に変わるとともに,書記・事務局は図書館事務長の兼務 と

して一定となった。これにより,交代原則の委員による委員会活動がうまく

補佐 0補完されて委員会業務の継続発展性が確保されやす くなると期待 した

い。また,紀要編纂の活動は地味だが年度ごとに選出される委員によって
,

随時この雑誌に鋭気と斬新の虐、吹が注ぎ込まれることも期待 したい。

今年度,本学紀要の表紙レイアウトと裏表紙の英文紀要名に多少の変更が

加えられた。もちろん和文紀要名に変更はなく表紙の色彩基調 もこれまでの

ものを尊重する立場をとった。全体の文字・背景色のできあがった体裁は従

来に勝るとも劣らないものになったと自賛 している。
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